
J. Mamm. Ova Res. Vol. 40 (2), 25, 2023

特集：加齢とミトコンドリア

今日，生殖技術の発展は目覚ましく，我が国のウシのほぼ100％は生殖補助技術を用いて生産さ
れています．一方でヒトは昨年の出生数から推測すると，13–14人に1人が生殖技術を用いて誕生
しています．我が国の少子化問題を考えると，生殖技術は国の根幹を支える技術であるといっても
過言ではありません．今より効率良く，安全な技術確立のため，日々の研鑽が必要です．そのために
は基礎・臨床知見の積み重ねはもちろん相互の情報交換が重要です．卵子学会は医師，胚培養士，
看護師，その他医療従事者や基礎研究者まで幅広い分野の会員で構成されています．卵子学会誌は
このような会員の活動を学術面から支えるため，幅広い分野の情報を提供していきたいと考えてい
ます．
今回は，つくばの第64回学術大会の講演から，老化に関する基礎的な知識をまとめた清水先生の

総説と，加齢によって影響を受けるミトコンドリアに対する様々なアプローチをまとめた森本先生
の総説を特集として掲載しています．
卵子学会誌は，英語，日本語いずれの形でも掲載でき，新しい知見を原著論文として紹介してい

ます．また編集委員や会員の皆様から推薦のあったテーマに応じて造詣の深い先生に執筆を依頼し，
特集として掲載しています．これに加えて会員の皆様のちょっとした技術情報交換の場としても活
用いただきたいと考えています．より多くの会員の皆様にお役に立てますよう編集に関わりたいと
考えてます．
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